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営業の概況＜ほくほくフィナンシャルグループ連結＞ 

営業の概況＜北陸銀行・北海道銀行＞ 

△128 

＋140 

△178

2,396 

213 

370

（単位：億円） 

（単位：億円） 
　当社における当連結会計年度の業績につきましては、連結

経常収益は前年度比128億円減少し2,267億円、連結経常

利益は前年度比140億円増加し354億円、連結当期純利益

は前年度比178億円減少し192億円となりました。 

　連結自己資本比率は前年度比0.02％上昇し10.83％と

なりました。 

  銀行の本来業務の収益力を表すコア業務純益は、資金利益 

や役務取引等利益の減少と平成23年に予定する基幹システ

ム更改に向けた経費の増加もあり、前年度比103億円減少の

664億円となりました。 

　経常利益は、与信費用が前年度比100億円減少し、有価

証券等関係損益が179億円改善したこともあり、前年度比

155億円増加の368億円となりました。 

　当期純利益は、前年度の法人税等調整額が減少した特殊要

因がなくなり260億円となりました。 

経常収益 

経常利益 

当期純利益 

自己資本比率 

21年度 20年度 

前年度比 

＋0.02％ 10.83％ 10.81％ 

2,267 

354 

192

21年度 20年度 

前年度比 

前年度比 前年度比 

2,074 

1,609 

944 

664 

255 

2 

368 

260

経常収益 

コア業務粗利益 

経費(臨時処理分を除く) 

コア業務純益 

与信費用 

有価証券等関係損益 

経常利益 

当期純利益 

△111 

△74 

＋28 

△103 

△100 

＋179 

＋155 

△118

2,185 

1,683 

915 

768 

355 

△176 

213 

379

2行合算 

（単位：億円） （単位：億円） 

21年度 20年度 

10.80％ ＋0.57％ △0.26％ 10.23％ 

1,137 

901 

518 

383 

134 

199 

156

経常収益 

コア業務粗利益 

経費(臨時処理分を除く) 

コア業務純益 

与信費用 

経常利益 

当期純利益 

△105 

△46 

＋4 

△50 

△80 

＋111 

△107

1,242 

947 

513 

434 

214 

88 

264

北陸銀行 

21年度 20年度 

10.19％ 10.45％ 自己資本比率 

937 

708 

426 

281 

120 

169 

103 

 

△5 

△27 

＋24 

△52 

△20 

＋44 

△10

943 

735 

402 

333 

140 

125 

114

北海道銀行 

業績ハイライト 
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　コア業務粗利益は、資金利益や役務取引等利益が減少した

ことから、前年度比74億円減少の1,609億円となりました。 

■コア業務粗利益＝資金利益＋役務取引等利益＋その他  

　一般の企業で言う「売上総利益」に相当する概念で、銀行の本業に

　おけるおおもとの利益、銀行が創造する価値の源泉です。  

■資金利益･･･貸出金、預金、有価証券等の利息収支等。  

■役務取引等･･･送金、投資信託、保険の取扱手数料等。 

■その他･･･外国為替売買益やデリバティブ収益等。 

■非金利収入比率･･･コア業務粗利益のうち、資金利益以外が占める割合。 

　経費は、営業人員増加、スタッフの直接雇用、システム投資

の増加により、前年度比28億円増加の944億円となりました。 

　OHRは地銀平均を上回る効率性を維持しております。 

■経費＝人件費＋物件費＋税金  

　一般の企業で言う「販売費及び一般管理費」に相当します。  

■ＯＨＲ＝経費÷コア業務粗利益  

　少ない経費でいかに多くの利益をあげているかを示す指標で、数値

　が低いほど効率的です。  

 

　コア業務純益は、粗利益の減少、経費の増加により、前年

度比103億円減少の664億円となりました。 

 

■コア業務純益＝コア業務粗利益－経費  

　一般の企業で言う「営業利益」に相当し、銀行の本業の成果を示し

　たもので、銀行特有の指標です。  

■ＲＯＡ＝コア業務純益÷総資産（期中平均）  

　資産をいかに有効に活用して利益を上げているかを示す指標で、数

　値が高いほど効率的です。 

コア業務粗利益＜2行合算＞ 

経費＜2行合算＞ 

コア業務純益＜2行合算＞ 

22年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 

22年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 

北陸銀行 北海道銀行 OHR

58.68%

49.12% 48.49%
50.36%

（億円） 

885

1,802 1,813 1,785

23.54%
24.56%

23.59%

292 318 305

116126132

1,378 1,368 1,364

1,683

20.72%

238

110

1,334

879 899

377 374 388

511

54.37%

915

402

513

944

426

518
505508

22年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 

1.01% 1.03%

0.95%

（億円） 

917 934
886

370 372 344

541

0.80%

0.68%
768

664

333

434
383

281

561546

資金利益 役務取引等利益 非金利収入比率 その他 

北陸銀行 北海道銀行 ROA

18.97%

1,609

221

83

1,303

（億円） 

業績ハイライト 
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※平成１9年3月から自己資本比率算出について新しい基準（バーゼル　）を適用しております。平成18年3月以前は旧基準により算出しております。 

06

　当期純利益は、法人税等調整額の増加もあり、前年度比

118億円減少の260億円となりました。 

自己資本比率 ＜FG連結＞ 

当期純利益 ＜2行合算＞ 

　与信費用は、前年度比100億円減少し、255億円とな

りました。 

■与信費用＝不良債権処理額＋一般貸倒引当金繰入額  

■与信費用比率＝与信費用÷貸出金平残  

　与信費用と貸出残高とを対比した指標で、不良債権処理の費用

　割合の多寡を示しています。 

与信費用 ＜2行合算＞ 

業績ハイライト 

（億円） 

18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 

北陸銀行 北海道銀行 

156

291

393 390 379

260

134

207
178

114

212

264

156

103

186

北陸銀行 北海道銀行 与信費用比率 

18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期 22年3月期 

（億円） 

0.72％ 

0.39％ 0.37％ 

0.51％ 

0.36％ 

129
36 51

255

355

255

466

262

204

214
134

120140

225

336

18年3月末 19年3月末 20年3月末 21年3月末 22年3月末 

（億円） 

1,200 1,200

850

6.47％ 

7.74％ 7.48％ 7.58％ 
7.05％ 

1,339

958

0

1,382

599

1,024

681

9.00%

10.44% 10.39%
10.81% 10.83%

　自己資本比率は、利益の着実な積上げにより、前期末

比0.02％上昇し、10.83%となりました。なお、平成21

年8月に公的資金を完済しております。 

■自己資本比率・・・自己資本（資本金や利益の蓄積等）が資産に比べて

どの程度充実しているかを示します。この比率が高いほど安全性・健全

性が高いといえます。　 

 

■Tier1比率・・・リスク・アセット（貸出金等の資産）に対するTier1（自己

資本の基本的項目である資本金・資本剰余金・利益剰余金等）の割合を

示したもので銀行の本質的な健全性を示すものです。 

自己資本比率 Tier1比率 

公的資金残高 剰余金残高（FG・銀行合算） 

完済 
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預金 ＜2行合算＞ 貸出金 ＜2行合算＋分割子会社＞ 

中小企業等貸出残高 ＜2行合算＋分割子会社＞ 

金融再生法開示債権 ＜2行合算＋分割子会社＞ 　金融再生法開示債権は、前期末比122億円減少し、
2,152億円となりました。開示債権比率は、前期末比
0.09%低下し、2.98%となりました。 

■開示債権比率･･･総与信に占める金融再生法開示債権の割合を示
　しています。この比率が低いほど健全性が高いといえます。 
　 

■金融再生法開示債権･･･金融再生法（金融機能の再生のための緊
急措置に関する法律）に基づく基準により、貸出金等の分類を公表
しています。 
■開示対象債権･･･貸出金及び支払承諾見返、外国為替、未収利息、
仮払金、貸付有価証券、自行保証付私募債。但し、要管理債権は貸
出金、自行保証付私募債のみ。 

■破産更生債権及びこれらに準ずる債権・・・破産、会社更生等の事由
により経営破綻に陥っているお取引先に対する債権及びこれらに準
ずる債権のことです。 

■危険債権・・・お取引先が経営破綻の状態には至っていないが、財政
状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本及び利息の受
取ができない可能性の高い債権のことです。 
 
■要管理債権・・・3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権（「破産更
生債権及びこれらに準ずる債権」及び「危険債権」を除く）のことです。

　 

住宅系ローン残高＜2行合算＞ 

18年3月末 19年3月末 20年3月末 21年3月末 22年3月末 22年3月末 18年3月末 19年3月末 20年3月末 21年3月末 

北陸銀行 北海道銀行 

（億円） 

北陸銀行+分割子会社 北海道銀行 

（億円） 

67,062 68,397 68,976
71,567

25,957 26,929 26,868

41,104 41,467 42,107

28,634

42,933

69,936

28,510

41,426

18年3月末 19年3月末 20年3月末 21年3月末 22年3月末 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 

開示債権比率 

危険債権 

（億円） 

要管理債権 

90,484
82,164 84,346 84,074 86,715

33,797 35,172 34,983

48,366 49,174 49,091

36,314

50,400
52,445

38,039

18年3月末 19年3月末 20年3月末 21年3月末 22年3月末 22年3月末 18年3月末 19年3月末 20年3月末 21年3月末 

北陸銀行+分割子会社 北海道銀行 

（億円） 

北陸銀行 北海道銀行 

（億円） 

5.76%

4.43%

3.07%

3.64%

2.98%

3,999

3,150

2,607
2,275

2,534

1,944

1,493

636

478

1,403

700

171

2,152

1,426

558

168
620849

585

616

50,403 50,549 50,137 50,505

19,911 19,994 20,027 20,368 20,083

30,492 30,555 30,110 30,137

48,906

28,822
15,175

16,190
17,122

17,926

8,145 8,400

7,029
7,789 8,494

8,793

9,132

18,579

8,971

9,608

8,628

業績ハイライト 




